








読むようになり、得るところは少なくなかった。ただし私が読んだのは英文学ではない。英語を媒介にして雑多に読んだのであり、その一部はヨーロッパの弱小民族の文学だった。当時日本で 長谷川二葉亭と昇曙夢がもっぱらロシア文学を訳し、馬場孤蝶は大陸文学を紹介していた。私は特別な関心 抱いた。そ 原因には 『民報』が東京で発刊され〔一九〇五年刊行の中国同盟会の機関誌。引用者注、 以下同じ〕 、 中国革命運動がちょうど盛り上がっており、

































































































ら、日本留学生によって読ま て た。一九〇六年から留学した周作人が、曙夢の著作に親しんでいたこ は冒頭で見た。周は先の引用よりのちの『知堂回想録』 も、ロシア語を学んだ経験について回想している。
　
私たちのこのロシア語学習クラス〔一九〇六年、留学生






























































































ば、その黎明期に於て我が文野に、最も影響を与へたものは、何といつてもロシア文学であります。ロシア文学の感化は、独り我が国だけでなかつた せう。芸術のための芸術に反省を与へて、人類のための芸術 、正義の芸 であることに、 深く作家を自覚せしめたのであつ 。洵に十九世紀のロシア文学は、血で書かれた悲痛な民族の記録でありました。
　
当時、昇さんの訳された、数多くの作篇や、二葉亭の翻
訳が、 新に雑誌に発表されると、 私達は、 争つてこれを読み、そのたびに、胸の血が熱し、感激に浸つたものでした。　「
 胸の血の熱するを覚ゆ」 （ 『六人集と毒の園』前掲、五七二頁）
　
同伴者作家だった未明の感想は、民族問題を通したロシア文
学への共感など、周作人の回想と通じる部分がある。曙夢の翻訳が雑誌に掲載されるのを待ちかねて争って読んだとの回想は多く見られる。 相馬御風 （一八八三―一九五〇年） は、 「 「六人集」 、「毒の園」 、いづれも懐かしい名著である。中には雑誌に掲げられた時に幾度となく読ませて貰ひ、更に一冊にまとめられてから幾十度読み返したかわからないやうなものも少くない。そしてそれによつてどれほど多 お蔭を蒙つたかわからない」 回想する（ 「意味深いお企て」 、五四七頁） 。　
ロシア文学への関心が高まるも、翻訳が多くない中、曙夢の










ソログウブ、ア・トルストイ、カアメンスキイなどの作品が、私ばかりでなく、その頃二十歳の文学書生であつた私たちに つまり、昇曙夢の翻訳する作品が、それぞれ最も共鳴するところが多かつたからである。言い換へると、私たちより二十歳ぐらゐ年長の、花袋、独歩、その他の先輩が、二十歳代に最も愛読し共鳴し のが二葉亭の翻訳であつたやうに、私たちの二十歳の頃の文学書生の最も愛読し共鳴し のは、無論、二葉亭や鷗外の翻訳も愛読したけれど、主と て、曙夢の翻訳であつたのである。　「



























（一八八〇―一九四〇年） は、 「アンドレーエフの 「霧」 もまた我々の記憶に永久消すことの出来ぬ幻影を刻んだ作品」だと回想する（ 「昇曙夢氏の翻訳文学礼讃」 、五二一頁） 。同じく中村武羅夫（一八八六―一九四 年）は、その感動を次のように記す。
　「六人集」や、 「毒の園」が出版されて、逸早くそれを手にした時の感激と興奮とは、今でもアリ〳〵と覚えてゐる。
（中略）／内容に至つては、全くの驚異だつた。 （中略）アンドレーエフの「霧」などゝ、一作々々を読みすゝんで行くに従つて、異常な感動に圧倒されて、息詰まるやうな気がしたものだ。初めてロシヤの近代文学に接して、僕などはちやうどそ 時期でもあつたのか、人生にたい 、文学にたいして、急に眼を開かれ やうな気がした。　「



















































出版、一九〇九年三月／七月）の所収作品のうち、第一冊のアンドレーエフ「嘘」 〔 「謾」 〕 「沈黙」 「 〔黙〕 」は 魯迅が独訳から重訳した。 『域外小説集』が刊行さ る一九〇九年の段階では、アンドレーエフの邦訳は出はじめたばかりで、まだ数がきわめて少ない。川戸道昭・榊原貴教編『世界文学総合目録第８巻
　
ロシア編』の「アンドレーエフ編」を参照すると、〇九年
三月までに訳されたアンドレーエフの作品は、 「旅行」 （上田敏訳、 『芸苑』一九〇六年一―二月） 、 「これ もと（昔話） 」 （上田訳、 『趣味 七 五月） 血笑記」 （二葉亭四迷訳 『趣味』一九〇八年一月） 、 「天使」 （草野芝二訳 『新小説』一九〇八年八月） 、 「嘘」 （山本迷羊訳、 『太陽』一九〇八年十 月）があるにすぎない
（二八）
。魯迅の訳した「沈黙」は、上田敏の仏語からの翻
訳が、 『域外小説集』と同時期の〇 年五月に出る アンドレーエフが大量に訳されるのは〇九年以降 ことで、魯迅の翻訳が日本での流行の開始と同時期であることが分かる。　『域外小説集』から十年あまりのちに刊行された、魯迅・周作人・周建人の共訳書『現代小説訳叢』第一集（上海：商務印










夏目漱石と魯迅』 に詳細な検討がある。 魯迅の短篇 「薬」























となったと思われる、中国で一九二八年に交わされた「革命文学論争」 、及びその前後の、魯迅によ 昇曙夢受容 ついて見ていく。　
その前に、ごく簡単に中国近代文学史を整理しておくと、






る。マルクス主義とそれにもとづくプロレタリア文学である。文学革命につづく大きな転換期は、二八年の「革命文学論争」前後に訪れた。革命文学論争とは、プロレタリア文学を提唱する創造社・太陽社と、 魯迅・茅盾との間 交わされた論争であ個人攻撃を含む激しいやりとりが さ たが この論争を経て、三〇年に左翼作家連盟が結成され、 中国文壇の主流を形成した。　
革命文学論争で一方の当事者だった魯迅は、論争前から、ソ






























つある中の、 二八年、 創造社・太陽社の文学者と、 魯迅と 間で、革命文学論争が起きた。長く役人として北京に住んでいた魯迅は、厦門を経て、二七年一月広東へ移り、中山大学で教授を務める。しかし四・一二クーデターに抗議して辞職し、秋には上海へ移った。この魯迅に対し激しい攻撃を加えたのが、プロレタリア文学を提唱する、創造社と太陽社の新進の批評家たちである。　
創造社はメンバーの多くが日本留学経験者だった。 第一期の、
評論の面での代表者である成仿吾、また第三期 呼ばれ 、主に一九二〇年代前半に留学した馮乃超や李初梨らが中心になって、 魯迅を攻撃した 彼らは日本でマルクス主義 洗礼を受け、プロレタリア文学の知識を用いて「革命文学」 標榜し、プチブル階級の文学者として魯迅 攻撃した。ソ連 ら帰っ 来た
太陽社の蔣光慈や、批評家銭杏邨も攻撃に加わった。　
この論争の背景には、軍閥を打倒し、全土の統一を目指した

















軍官学校での講演」 （ 『而已集』上海：北新書局、 一九二八年所収）である。 かなり皮肉な調子で文学と革命の関係を揶揄している。
　
この革命の中心地〔広州〕にいる文学者〔創造社の郭沫
















乃超「芸術与社会生活」 （ 『文化批判』創刊号、一九二八年一月十五日）や成仿吾「従文学革命到革命文学」 （ 『創造月
刊
』第







学」の旗をかかげた。かくて復活した批評家成仿吾は、 「芸術の殿堂」守護の職務を棄てて「大衆獲得」に乗り出し、しかも革命文学者に「最後の勝利を保証」するに至った。この飛躍は、当然といえば当然である。文筆業者は敏感なものが多い。絶えず自分の没落を気にし 、それを防ぐのに懸命であること、大海に漂流するものが手当り次第に何でもつかみた の 同然である。二十世紀このかた、やれ表現主義、やれダダイズム、やれ何やらイズム、その興亡のはげしさがよい証拠だ。しかも現在は、 大いなる時代動揺の時代、転換の時代である 中国以外 国では、おおむね階級 対立が十分に先鋭化しており 労働者農民 衆の力はますます大きくなりつつある。もし自分を没落から救いたいなら、かれらの側に くのが当然だ
（三九）
。
　「文学」観自体の変革（阿部論文）を促す、成仿吾ら創造社からの攻撃を、魯迅は正面から受けて立った。それは同時に、自らを攻撃する際に旗印とされた「革命文学」を深く理解するため、魯迅がプロレタリア文学の理論書を読み、マルクス主義文学と向き合うきっかけともなった。　魯迅は「 「硬訳」と「文学の階級性」 」 〔 「 「硬訳」与「文学的






























通して接近した。そして革命文学論争を経て、マルクス主義学論への理解を深めるため、ソビエト文学の評論を日本語から翻訳するようになる。曙夢「最近のゴーリキー」 （ 『改造』第十巻第六号、一九二八年六月）を訳した、 「最近的戈理基」 （魯迅編訳『壁下 叢』上海：北新書局、一九二九年四月）がその最初である。　
つづいて、ソビエトの文芸理論家ルナチャルスキー（一八七














夢の訳した理論書を、他の訳も参照しながら、さらに中国語に訳した。このころ魯迅は、曙夢が過去に訳したロシア文学の集成である、 『露西亜現代文豪傑作集』全六編（大倉書店、一九二〇―二二年）も購入している。日記の一九二九年六月十二日には、 「内山書店に行き、 『露西亜現代文豪傑作集』の二六各一冊、 計二元四角を買う」との記述がある
（四四）
。魯迅の蔵書は、
第二編「クープリン・アルツィバーシェフ傑作集」 、第三篇「ザイツェフ・ソログープ傑作集」 、第五編「チェーホフ 」 、第六編「現代露国詩人傑作 」 が、第一篇「アンドレー
エフ傑作集」も購入していた可能性がある。恐らくロシア文学への関心がよみがえったものだろう。　
魯迅は文学のみならず、ソビエトの美術にも関心を抱いて




























魯迅と親しく交わり、教えを受けることになる馮雪峰（一九〇三―七六年）は、それ以前の、北京大学で聴講生をしていた二五年から日本語を自習し、二六年からの曙夢の「新ロシヤ・パンフレット」 の部分訳を発表した。 『新俄文学的曙光期』 上海：北新書局、 一九二七 二月。昇曙夢編『新ロシヤ文学 曙光期』前掲の訳） 、 「蘇俄的二種跳舞劇」 『莽原』第二巻第五期、同年三月十日。 『革命期の演劇と舞踏』前掲の訳） 『新俄的無産階級文学』 （上海：北新書局、同年三月。 『無産階級文学の理論と真相』前掲の訳） 、 『新俄的 運動与跳舞』 （上海： 新書局、同年五月。 『革命期 演劇と舞踏』 前掲 訳） などがそうである。これらの訳は、馮雪峰がソビエト文学 現状を知るために行ったもので、 魯迅も注目していた。馮雪峰は次のように回想する。
　
柔石〔馮雪峰の師範学校時代の先輩。上海で馮を魯迅に










































川路の内山書店へ本さがしに出かけましたが、日本語が話せたことと、いつも買うの 左翼の定期刊行物と進歩的な書物だった ころから、たちまち書店 主人、内山完造と知り合いまし 。内山はとても客好きで、そのころ、日本から帰ったばかりの、馮乃超、李初梨、彭康といった文化人がみなこの書店の常連であるだけでなく 魯迅、陳望道夏
丏
尊、郁達夫、田漢まで、みなが内山完造の友だちでし





























とし、受容した時代の共有性に加えて、日本 、または日本を経由したソビエトなどのマルクス主義文学論 中国への移入という点で、１９３０年代文芸 おける日本と中国の特殊な影響関係を設定するとき、そこには極めて興味深い問題をはらんで ると言えよう。 （中略）　
中国の１９３０年代文芸のもつ中国的独自性を認めつつ









る日本語訳から重訳した、 魯迅訳 『文芸与芸術』 （上海：水沫書店、一九二九年十月）は、 「科学的芸術叢書」の一冊である。これは馮雪峰が魯迅とともに編んだ翻訳の叢書である。また、プレハーノフの著書の訳である 『芸術論
　
附二十年間的序文』 （上海：







 昇曙夢と上田敏」 （ 『六人集と毒の園』前掲、五五七―八頁）
　
日本でプロレタリア文学に親近したのは、小川未明や秋田雨

































月四日。 『苦口甘口』上海：太平書局、一九四四年十一月所収） 。ただし引用は 周作人散文全集』第九巻（桂林：広西師範大学出版社、二〇〇九年、一九七―八頁）の拙訳に拠る。
　（二）
 林煌天主編『中国翻訳詞典』 （武漢：湖北教育出版社、二〇〇五年）の葉水夫「中国におけるロシア・ソビエト文学」 〔 「俄蘇文学在中国」 〕 （一五九頁） 。
　（三）





一九七四年） の新谷敬三郎 「昇曙夢」 （一 、 林煌天主編 『中国翻訳詞典』 （前掲）の李暁虹 （１８７８―１９５８） 」（五九六頁）を参照した。
　（五）























を通して」 （ 『富山大学人文学部 』第十五号、 一九八九年三月） 。
（一一）
 周作人 『知堂回想録』 （香港：三育図書文具公司、 一九七〇年） の 「知堂回想録七九
　
学俄文」 （一九六一年五月十日執筆） 。ただし引用


































 森鷗外訳「犬」 （ 『黄金杯』春陽堂、一九一〇年一月） 、 『鷗外全集』第六巻（岩波書店、一九七二年）所収。上田敏訳「クサカ」 （ 『新小説』一九〇九年一月。その後『心』春陽堂、同年六月に収録） 、『定本上田敏全集』第二巻（教育出版センター、 一九七九年）所収。両訳の関係について、 小堀桂一郎 森鷗外
　
文業解題 （翻訳篇） 』 （岩





















 周作人「関於魯迅之二」 （ 『瓜豆集』上海：宇宙風社、一九 七年所収） 。ただし引用は松枝茂夫訳『周作人随筆』 （冨山房百科文庫、一九九六年、二八二―三頁）に拠る。
（二七）












 山田敬三「火を盗む者」 （ 『魯迅の世界』大修館書店、一九七七年、二三七頁） 。
（三一）
 山田敬三 「詩人と啓蒙者のはざま
　『集外集拾遺』 解説」 （ 『魯迅全集』
第九巻、学習研究社、一九八五年、六三四―五頁） 。
（三二）
 中井政喜『魯迅探索』 （汲古書院、二〇〇六年）の第九章「 『蘇俄的文芸論戦』に関して」 （三五六―七頁） 。
（三三）











喊』 「自序」 」 （ 『日本中国学会報 五十八集、 二〇〇六年）を参照
（三七）
 志賀直哉の小林多喜二宛一九三一年八月七日付書簡。引用は『志賀直哉全集』第十八巻（岩波書店、 二〇〇〇年 二〇六頁）に拠る。
（三八）
 革命文学論争における主要な評論は、李富根・劉洪編『恩怨録・魯迅和他的論敵文選』 （今日中国出版社、 九九六年） 収録されている。
（三九）
 引用は竹内好訳『魯迅 集 四巻（前掲、二 五頁）に拠る。
（四〇）



















 辻田正雄「訳者解説」 『魯迅全集』第九巻（前掲、四一八頁） 。
（四七）
 馮雪峰『回憶魯迅』 （人民文学出版社、一九五二年） 。ただし引用は魯迅博物館・魯迅研究室・ 《 研究月刊》選編『魯迅回憶録
　





与知識階級》 」 （ 東洋文化研究所紀要』第九十八冊、一九八五年十月） 。
（四九）
 蘆田肇編『中国左翼文芸理論における翻訳・引用文献目録（１９２８―１９３３） 』 （東洋学文献センター叢刊第二十九輯、東京大学東洋文化研究所附属東洋学文献センター刊行委員会 七八年） 。
（五〇）
 康東元 『日本近・現代文学の中国語訳総覧』 （勉誠出版、 二〇〇六年）の指摘による（一四四頁） 。
（五一）










 芦田肇編『中国左翼文芸理論における翻 ・引用文献目録（１９２８―１９３３） 』 （前掲） 。
（五四）
 引用は『昇曙夢翻訳・著作選集
　〈翻訳篇二〉
　
六人集・毒の園』 （前
掲）に拠る。
― 94（27） ―
文　　　化
二七
中国における日本を経由した
ロシア・ソビエト文学受容の一側面
―昇曙夢の紹介・翻訳を中心に―
大　東　和　重
　近代中国でロシア・ソビエト文学を受容する際に、日本留学生の果たした役割は大きい。
一九〇〇年代以来続々と来日した、魯迅・周作人兄弟を代表とする中国人日本留学生たち
は、日本で日本文学のみならず西洋文学を吸収し、帰国後文学活動を展開した。西洋文学
の中でも留学生たちが注目したのはロシア文学だったが、明治末年以降日本ではロシア文
学者の昇曙夢が旺盛な翻訳・紹介を行っており、アンドレーエフなどの翻訳が文学青年の
間で愛読された。魯迅ら留学生も、曙夢の活動を通してロシア文学に親しみ、アンドレー
エフ熱を日本人文学者たちと共有した。魯迅らは帰国後も曙夢の翻訳紹介を通してロシア
文学に触れ、ソビエトが成立、中国で革命文学論争などを経てプロレタリア文学が勃興し
た後も、曙夢の紹介はソビエト文学を理解する入り口となった。本稿では、中国における
日本を経由したロシア・ソビエト文学受容の一側面として、一九二〇年代後半までの中国
で、昇曙夢の紹介・翻訳がいかに読まれたかを概観した。
― 93（28） ―
二八
